
※毎度ありがとうございます。お申し込みはぜひ当店へ。

ごご
注注
文文
書書

お
名
前

ご
住
所 TEL ( )

セット

ゆまに書房 Tel.03（5296）0491／Fax.03（5296）0493    年　 月　 日

取
　
扱
　
店

内閣調査室海外関係資料「焦点」 全36巻

揃定価：本体720,000円＋税
ISBN978-4-8433-5904-4 C3321

20.10/01.7,000.RS

内閣調査室海外関係資料「焦点」 全36巻
［監修・解説］岸 俊光 ●揃定価：本体720,000円＋税 ISBN978-4-8433-5904-4 C3321 Ａ5判上製／カバー

◆監修・解説◆

岸 俊光 毎日新聞オピニオングループ部長委員・
NPO法人インテリジェンス研究所特別研究員

内
閣
官
房
内
閣
調
査
室
が
、

世
界
政
治
の
動
き
を
週
単
位
で
詳
細
に
報
告
・
分
析
。

冷
戦
期
に
お
け
る
内
調
の
活
動
を
記
録
し
、

日
本
の
情
報
分
析
能
力
を
示
し
た
一
級
資
料
。
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書
の
特
色
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…
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◆

●内閣官房内閣調査室（現・内閣情報調査室）が、政策判断の参考資料として作成した「焦点」（全

36巻445号／1963～1972年／国立公文書館所蔵）を影印形式で復刻・刊行。

●ソ連、中国、南北朝鮮、南北ベトナム、東欧諸国、ラテンアメリカ等、冷戦下において情報
入手が困難であった諸国について、公式報道から現状分析、動向予測を行った、OSINT（オ
ープン・ソース・インテリジェンス）活動の実績を示す。

●文化大革命、ベトナム戦争、中ソ対立、米中接近など、世界政治の動きを週単位で詳細に報

告・分析しており、冷戦史研究にとって、極めて重要な資料。

●最終巻に「解説」、および総目次を附す。

●記事の一例（「焦点」第1号、昭和38年3月13日より）

▽現段階の中ソ論争 ―中共の攻撃、ソ連の出方が注目―

▽中共、パキスタン国境協定締結― インド、両国に否認抗議書送る―

▽中・ソ対立のキューバならびにカリブ海諸国における影響について

▽アメリカ国防政策の基調― マクナマラ国防長官の議会証言―

●
（
上
）「
中
共
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
協
定
締
結
」
附
図

（
第
一
号
昭
和
三
十
八
年
三
月
十
三
日
所
収
）

●
（
右
）「
現
段
階
の
中
ソ
論
争
」（
同
）

刊
行
に
あ
た
っ
て

岸

俊
光

内
閣
調
査
室
（
以
下
、
内
調
と
略
す
こ
と
が
あ
る
）

は
、
日
本
が
独
立
す
る
直
前
の
一
九
五
二
年
四
月

九
日
に
内
閣
総
理
大
臣
官
房
調
査
室
と
し
て
新
設

さ
れ
た
、
首
相
官
邸
直
属
の
情
報
機
関
で
あ
る
。

内
閣
情
報
調
査
室
に
名
称
変
更
さ
れ
た
今
日
に
至

る
ま
で
、
通
史
な
ど
の
組
織
の
公
式
記
録
を
残
し

た
こ
と
が
な
く
、
業
務
の
内
容
も
大
ま
か
な
も
の

し
か
公
表
し
て
い
な
い
。
最
近
に
な
っ
て
、
元
幹

部
職
員
の
回
想
録
や
草
創
期
の
資
料
が
公
に
な
り
、

ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
活
動
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
本
資
料
「
内
閣
調

査
室
海
外
関
係
資
料
『
焦
点
』」
は
、
冷
戦
期
の
内

調
の
活
動
を
伝
え
る
貴
重
な
文
書
で
あ
る
。「
焦
点
」

は
一
九
六
三
年
三
月
か
ら
一
九
七
二
年
三
月
ま
で

の
約
九
年
間
、
海
外
の
政
治
動
向
を
分
析
し
、
週

ご
と
に
三
〜
四
本
の
記
事
に
ま
と
め
た
。
当
時
、

内
調
室
長
は
官
房
長
官
に
週
一
回
面
会
し
、
報
告

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。「
焦
点
」
も
そ
う
し
た

折
り
に
、
首
相
官
邸
や
関
係
先
に
配
布
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
。

「
焦
点
」
が
取
り
上
げ
る
地
域
は
世
界
中
に
及
ぶ

が
、
中
で
も
中
共
（
中
国
）、
ソ
連
情
報
の
多
さ
が

目
立
つ
。
朝
鮮
半
島
や
南
・
東
南
ア
ジ
ア
に
対

す
る
関
心
も
高
い
。
内
容
で
は
、
核
兵
器
、
政
治

情
勢
、
声
明
、
共
産
圏
の
事
件
な
ど
に
注
意
が
払

わ
れ
て
い
る
。

や
は
り
冷
戦
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
内
調
の
機
関

誌
『
調
査
月
報
』
は
、
一
九
五
六
年
一
月
か
ら
一

九
七
二
年
八
月
ま
で
の
計
二
〇
〇
号
の
う
ち
、
国

際
問
題
に
ほ
ぼ
半
分
の
紙
幅
を
割
き
、
中
で
も
中

国
、
ソ
連
関
連
の
論
文
が
多
か
っ
た
。「
焦
点
」
に

も
似
た
傾
向
が
う
か
が
え
、
日
本
の
共
産
化
防
止

を
最
重
視
し
、
中
国
や
ソ
連
の
動
静
に
強
烈
な
関

心
を
抱
き
続
け
た
、
内
調
の
一
貫
し
た
姿
勢
が
見

て
取
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
外
務
省
の
在
外
公
館
の
よ
う

な
海
外
の
拠
点
が
な
い
内
調
は
、
ど
の
よ
う
に
諸

外
国
の
情
報
を
収
集
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は

「
焦
点
」
の
記
事
は
、「
プ
ラ
ウ
ダ
」、「
人
民
日
報
」、

「
労
働
新
聞
」
な
ど
の
公
開
情
報
が
中
心
だ
。
元
内

調
幹
部
職
員
の
日
記
を
読
む
と
、
朝
役
所
に
登
庁

す
る
と
新
聞
を
丹
念
に
読
む
こ
と
か
ら
、
そ
の
日

の
仕
事
が
始
ま
る
様
子
が
浮
か
び
上
が
る
。

加
え
て
内
調
は
時
間
を
か
け
て
、
政
治
学
、
経

済
学
、
社
会
学
、
社
会
心
理
学
、
文
化
人
類
学
な

ど
各
分
野
の
広
範
な
学
者
人
脈
を
形
成
し
て
い
た
。

「
焦
点
」
は
、
収
集
し
た
公
式
発
表
を
基
に
、
懇
意

な
学
者
の
意
見
を
聞
い
て
作
成
さ
れ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

「
焦
点
」
を
幾
つ
か
ひ
も
と
く
と
、
例
え
ば
一
九

六
四
年
十
月
の
中
国
初
の
核
実
験
に
際
し
、
中
国

政
府
声
明
の
特
徴
、
そ
の
技
術
水
準
、
各
国
共
産

党
の
反
応
な
ど
を
、
い
ち
早
く
収
集
、
分
析
し
て

い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
冷
戦
期
の
世
界
政
治

を
当
時
の
目
線
で
理
解
す
る
に
も
、
日
本
の
情
報

機
関
の
活
動
を
分
析
す
る
上
で
も
、
本
資
料
は
重

要
な
手
が
か
り
に
な
る
に
違
い
な
い
。

毎
日
新
聞
オ
ピ
ニ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
部
長
委
員
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
所
特
別
研
究
員

本文見本
約85％に縮小


